
走りやんこ 

その起源は火消勢揃駆出と考えられる。近世の 19 世紀中頃から３月 20 日下河原で股引

をはき火事装束で勢揃駆出しが行われるようになる。 

近代に入り『大野郡誌』に「やんこ」として紹介されているのが従来行われてきた勢揃駆

出しと思われる。そこには毎年春季演習が終った後、勝山町で余興として行われる消防の走

り合いと紹介されている。春季演習とは消防の演習を指し、明治 29 年（1896）４月 13 日、

全町の六割を焼いた勝山大火を契機に、この日を消防演習日とした。勝山大火のあと、江戸

時代の勢揃駆出しの伝統を受け継いで「やんこ」が始められたものと思われる。現在は「走

りやんこ」といわれ毎年４月 13 日に行われ勝山の春の風物詩となっている。朝方、消防署

の鳴らすサイレンを合図に演習が始まり、引き続いて「走りまとい」をバトンにして分団対

抗リレーの形で行われる。長淵の茶所橋をスタートし本町を通過し長山公園がゴールであ

る。 

『郡誌』の記述が幕末期の勢揃駆出しの姿をよく伝えていると思われるので一部抜粋し

てみる。旗振りといって子供が旗を振って先駆けをする。出発点は町の北端の長渕区で、予

め定められた通過順路を通り到着点は長山講武台である。選手には火消（消防）各組から選

ばれた選りすぐりの機敏な者が選ばれる。競技に先立って選手に元気をつけるため雛卵が

与えられ、脚には酒を吹きかける。号鐘を合図に半裸体の姿で頭には色手拭の鉢巻を巻き、

四尺の柄のついた「走り纏」を持って走る。纏は次々とリレーされ最後にトップでゴールに

ついた者が決勝点にある標旗を纏で突き刺す、これをブンデン突ちという。競技が終ると着

順で各組が行列を整えて町内を巡り歩く。行列の先頭になることが最も名誉なこととされ

た。勝山市の指定文化財。 

 


